
分析・評価・観測群

生物・生命科学群

情報・ネットワーク群

安全・保守管理群

東北大学総合技術部

電子回路・測定・実験群

東北大学総合技術部は、①加工・開発群、②電子

回路・測定・実験群、③分析・評価・観測群、④生物・

生命科学群、⑤情報・ネットワーク群、⑥安全・保守

管理群に分かれています．

所属職員数

正規職員 ：57名

再雇用職員： 9名

東北大学総合技術部

仙台市青葉区片平2丁目１－１http://web.tohoku.ac.jp/tech/
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金属材料研究所

多元物質科学研究所

工学研究科

電気通信研究所

流体科学研究所

理学研究科

【業務グループ】

①電子回路設計製作 Ｇ

②大型設備運転・管理 Ｇ

③研究室支援・学生実験Ｇ

④試料作成Ｇ

ニュートリノ科学研究センター

電子光理学研究ｾﾝﾀｰ



電子回路・測定・実験群に所属する技術職員は、

①電子回路の設計・製作

②実験・研究用の試料の作成

③大型設備・機器を用いた実験・計測

④理工系研究室の教育・研究支援や学生実験 など、

実験・研究や教育に関わる幅広い業務を行っています。

その一部を紹介します。

電子回路・測定・実験群の業務紹介

大型実験設備の管理・運営

大学では様々な実験設備や装置を用い

研究しています。上記写真は、大型風

洞装置を用いた実験風景です。風洞は

人工的に風を作る装置で、自動車など

各種模型周りの流れ場（速度分布、圧

力分布）の計測、流体力（揚力、抗力）

の計測に加え、煙などを用いた流れの

可視化を行っています。

実験所の維持・保守・管理等

流れの可視化

実験例－１

建築・土木・都市インフラなどの大型構

造物の性能を調べ、より良い設計を行う

ための研究・教育を行っています。実験

に使用される実験所には、クレーンや工

作機器、油圧ジャッキ、制御機器、データ

の計測機など、各種の装置、機器、設備

があります。これらの維持・保守・管理を

行い、研究・教育を支援します。下の写

真は、鉄筋コンクリート構造物の壊れ方

や強度を調べる破壊実験の様子です。こ

の他にも、鉄骨構造、木造。免震構造な

ど様々な試験を実施しています。



分析・評価・観測群

東北大学 事業支援機構
総合技術部

分析・評価・観測群

組織

電気通信研究所

9部局６2名

東北大学 事業支援機構 総合技術部
仙台市青葉区片平2丁目１－１

http://web.tohoku.ac.jp/tech/

 加工・開発群
 電子回路・測定・実験群
 生物・生命科学群
 情報・ネットワーク群
 安全・保守管理群
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農学研究科・農学部

薬学研究科・薬学部

多元物質科学研究所

工学研究科・工学部

金属材料研究所

歯学研究科・歯学部

理学研究科・理学部

加齢医学研究所

分析装置運転・管理グループ

電子顕微鏡運転・管理グループ

自然観測・試料作製グループ

教育・研究への高度な技術的支援

 分析装置運転・管理グループ
様々な分析装置を用いた分析および技術指導と装置の保守管理など

 電子顕微鏡運転・管理グループ
電子顕微鏡、光学顕微鏡を用いた観察・分析・評価、保守管理など

 自然観測・試料作製グループ

自然現象(地震・噴火・大気・海洋・天体）の観測・標本管理など

業務



業務および装置の例

走査型電子顕微鏡
JSM-6390LA

(日本電子)マイクロX線CT
ScanXmate-E090
(コムスキャンテクノ)

① 共通機器：質量分析装置、電子顕微鏡、赤外分光光度
計、材料試験機等の維持・管理

→利用登録受付、操作説明、メーカー対応、保守・
点検 等

② 上記機器を用いた各種測定・分析・評価業務
③ その他の共通支援業務：他の技術職員のサポート、事

務処理、部局行事支援等

電子プローブマイクロアナライザー（EPMA）
ショットキータイプの電界放出型（FE型）電子銃
から電子を試料に照射し、このとき試料から発生す
る特性X線を波長分散型分光器（WDS）で分光す
ることで、試料組成や元素の線分布・面分布を分析
する装置。本機は分光器を5系統有している。分析
対象元素は分光結晶B〜Uまで。

電子プローブマイクロアナライザー
（EPMA）

複合ビーム加工観察装置

イオンビーム等により金属材料等をナノサイズ
で3次元加工して各種観察、測定に供したり、材
料の形態、組成、結晶方位をその場計測するこ
とが可能な装置。電界放射型電子銃に加え、集
束イオンビーム、エネルギー分散型X線分光器、
ガスインジェクション、電子後方散乱回折検出
器、ナノマニピュレータを有し、広範な要求に
対応することができる。

複合ビーム加工観察装置



東北大学総合技術部
生物・生命科学群

東北大学総合技術部は「加工・開発群」，「電子回路・測定・
実験群」，「分析・評価・観測群」，「生物・生命科学群」，「情
報・ネットワーク群」，「安全・保守管理群」に分かれています。

10部局 66名

東北大学総合技術部
仙台市青葉区片平2丁目１－１
http://web.tohoku.ac.jp/tech/

加工・開発群

電子回路・測定・実験群
分析・評価・観測群
情報・ネットワーク群
安全・保守管理群
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生物・生命科学群

加齢医学研究所

農学研究科

多元物質科学研究所

医学系研究科

薬学研究科

歯学研究科

理学研究科

学術資源研究公開センター

生命科学研究科

大学病院

○業務グループ

＞動物施設管理 Ｇ

＞植物施設管理 Ｇ

＞遺伝子操作・細胞培養 Ｇ

＞解剖・病理・法医 Ｇ

＞研究室支援・学生実験 Ｇ



生物・生命科学群の業務及び設備の紹介

植物施設管理G

遺伝子操作・細胞培養G

研究室支援・学生実験G

動植物や医用細胞・微生物などの培養保存及び各研究
機関への供給を主な業務として行っている。

動物施設管理G 農学研究科（川渡フィールドセンター）では、陸域の複合生態
フィールドにおける自然及び人為的生物生産システムの総合的・
体系的な教育研究を行うことを目的とし、家畜（乳牛・肉牛・羊）生
産・飼養管理及び技術開発の業務を行っている。また、医学・生
命科学系分野においては、実験動物の飼育管理・衛生管理の業
務の他、病原微生物モニタリングやマウス生殖工学技術支援など
の品質管理業務も行っている。他に、海洋生物材料の
採取や実験材料としての提供も行っている。

附属植物園や薬用植物園及び実験圃場の維持管理を行っている。特に、川渡フィー
ルドセンターでは広大な草地を利用しての家畜飼料生産、大型農業機械や各種施設
の保守・管理等の業務や、作物（水稲、馬鈴薯）、果樹（梅、ブルーリー）、材木等の生
産・管理及び技術開発も行っている。

主に学部学生実験の準備や指導を年間を通して
行ったり、依頼された研究室の研究支援業務を
行っている。

解剖・病理・法医G

ヒト解剖体、処置や生物試料、病理検体の作製、
学生授業の実習支援、維持管理、指導を行っている。
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